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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第150期

第１四半期連結
累計期間

第151期
第１四半期連結
累計期間

第150期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 5,256 5,009 19,959

経常利益（百万円） 29 213 522

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円）
△358 129 103

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△527 60 △120

純資産額（百万円） 10,464 10,877 10,871

総資産額（百万円） 39,845 39,331 39,096

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

△13.29 4.79 3.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 26.3 27.7 27.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第150期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第150期及び第151期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第150期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災発生直後の混乱から、一時的に急激な景気後退

となりましたが、サプライチェーン寸断の修復や、夏場の電力需給の緩和を背景として、直近の景気は持ち直して

きているものの、一方で、先行きについては、欧州周辺国の財政危機問題や、インフレ懸念が根強い新興国等の海

外経済リスク、原発再稼働問題による中長期的な電力不足による経済活動の制約リスクに警戒が必要であると認

識しております。

　このような事業環境にあって当社企業グループは、主力である運輸部門において、業績が堅調に推移しておりま

す。一方で、機械販売部門や商品販売部門が低調に推移し、全体では売上が減少いたしました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は５０億９百万円（前年同四半期比４．７％の減収）、営業

利益は１億８千１百万円（前年同四半期比２７５．４％の増益）、経常利益は２億１千３百万円（前年同四半期

比６２３．１％の増益）となり、四半期純利益は１億２千９百万円（前年同四半期は３億５千８百万円の四半期

純損失）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

〔運輸部門〕

　港湾運送事業における船内取扱数量は、震災の影響もあり、一般貨物、コンテナ貨物共に前年同四半期より増加

した結果、１８７万１千トン（前年同四半期比２５．４％の増加）となりました。

　当社運輸本部と運輸系子会社３社（新光港運株式会社、リンコー運輸株式会社、丸肥運送倉庫株式会社）を合わ

せた同部門の収入は３１億３千８百万円（前年同四半期比２０．３％の増収）、セグメント利益は１億６千４百

万円（前年同四半期は１千３百万円のセグメント利益）となりました。

　

〔不動産部門〕

　宅地販売収入と地代・家賃収入を合わせた同部門の収入は２億円（前年同四半期比２．８％の減収）、セグメ

ント利益は４千４百万円（前年同四半期比２１．１％の減益）となりました。

　

〔機械販売部門〕

　公共事業や民間設備工事の減少が続いており、産業・建設機械の販売が低調に推移した結果、同部門の収入は１

億９千７百万円（前年同四半期比３７．７％の減収）、セグメント損失は２千１百万円（前年同四半期は９百万

円のセグメント損失）となりました。

　

〔ホテル事業部門〕

　東日本大震災の発生直後には法人、個人の自粛ムードにより、株式会社ホテル新潟、株式会社ホテル大佐渡共に

売上が落ち込みましたが、自粛ムードも徐々に薄らいできております。

　その結果、同部門の収入は６億６千１百万円（前年同四半期比１６．３％の減収）、セグメント損失は３千４百

万円（前年同四半期は６百万円のセグメント利益）となりました。
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〔商品販売部門〕

　貿易収入、商品販売収入共に減収となり、同部門の収入は８億７千８百万円（前年同四半期比３９．０％の減

収）となりましたが、経費圧縮が図られた結果、セグメント利益は２千万円（前年同四半期は２千８百万円のセ

グメント損失）となりました。

　

〔その他〕

　保険代理店業務、産業廃棄物の処理業務を合わせたその他の収入は６千２百万円（前年同四半期比６．６％の

増収）、セグメント利益は２百万円（前年同四半期は２百万円のセグメント損失）となりました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 27,000,000 27,000,000
東京証券取引所

(市場第二部)

単元株式数

1,000株

計 27,000,000 27,000,000 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
― 27,000 ― 1,950,000 ― 805,369

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      20,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  26,963,000 26,963 ―

単元未満株式 普通株式      17,000 ― ―

発行済株式総数 27,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 26,963 ―

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社リンコー

コーポレーション

新潟市中央区万代

五丁目11番30号
20,000 ―　 20,000 0.07

計 ― 20,000 ―　 20,000 0.07

 

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 367,450 319,929

受取手形及び営業未収入金 3,755,774 4,199,411

有価証券 2,100 －

たな卸資産 268,307 250,159

繰延税金資産 122,564 207,874

その他 237,972 209,610

貸倒引当金 △94,672 △12,084

流動資産合計 4,659,497 5,174,901

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 22,342,647 22,350,323

減価償却累計額 △14,325,500 △14,412,831

建物及び構築物（純額） 8,017,147 7,937,492

機械装置及び運搬具 2,300,162 2,283,457

減価償却累計額 △1,996,505 △1,994,073

機械装置及び運搬具（純額） 303,656 289,384

土地 22,017,021 22,017,955

リース資産 610,249 622,870

減価償却累計額 △121,820 △143,144

リース資産（純額） 488,428 479,726

建設仮勘定 255 136

その他 1,483,727 1,483,603

減価償却累計額 △1,318,260 △1,323,301

その他（純額） 165,466 160,301

有形固定資産合計 30,991,976 30,884,996

無形固定資産

リース資産 26,845 24,672

その他 655 600

無形固定資産合計 27,501 25,272

投資その他の資産

投資有価証券 2,206,231 2,097,645

繰延税金資産 54,481 56,029

その他 2,892,837 2,865,108

貸倒引当金 △1,739,553 △1,775,590

投資その他の資産合計 3,413,996 3,243,193

固定資産合計 34,433,474 34,153,462

繰延資産

社債発行費 3,564 3,249

繰延資産合計 3,564 3,249

資産合計 39,096,536 39,331,613
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 2,037,039 1,821,558

短期借入金 6,700,000 7,050,000

1年内返済予定の長期借入金 2,720,658 2,855,158

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

リース債務 94,809 97,458

未払法人税等 73,450 172,199

賞与引当金 78,560 255,564

資産除去債務 6,151 －

その他 939,971 1,057,726

流動負債合計 12,750,640 13,409,666

固定負債

社債 200,000 200,000

長期借入金 5,770,258 5,382,156

リース債務 436,792 422,891

繰延税金負債 1,683,653 1,651,893

再評価に係る繰延税金負債 6,548,549 6,548,549

退職給付引当金 441,014 459,284

役員退職慰労引当金 132,280 110,605

環境対策引当金 13,000 16,183

資産除去債務 100,989 101,521

その他 148,235 151,595

固定負債合計 15,474,773 15,044,680

負債合計 28,225,413 28,454,347

純資産の部

株主資本

資本金 1,950,000 1,950,000

資本剰余金 809,459 809,459

利益剰余金 183,198 258,384

自己株式 △6,584 △6,584

株主資本合計 2,936,073 3,011,259

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 148,470 79,428

土地再評価差額金 7,786,578 7,786,578

その他の包括利益累計額合計 7,935,048 7,866,006

純資産合計 10,871,122 10,877,266

負債純資産合計 39,096,536 39,331,613
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高

運輸作業収入 2,301,063 2,801,658

港湾営業収入 48,810 60,721

不動産売上高 93,562 101,008

機械営業収入 285,641 160,553

ホテル営業収入 783,729 655,165

商品売上高 1,417,306 867,677

その他の事業収入 326,729 362,834

売上高合計 5,256,843 5,009,618

売上原価

運輸作業費 2,149,185 2,496,918

港湾営業費 44,813 46,817

不動産売上原価 47,059 50,234

機械営業費 279,506 165,046

ホテル営業費 654,469 579,723

商品売上原価 1,369,537 839,603

その他の事業費用 221,039 238,841

売上原価合計 4,765,610 4,417,185

売上総利益 491,232 592,432

販売費及び一般管理費 442,946 411,157

営業利益 48,285 181,275

営業外収益

受取利息 5,742 2,168

受取配当金 23,542 28,012

貸倒引当金戻入額 － 46,580

助成金収入 13,049 3,675

雑収入 6,534 9,796

営業外収益合計 48,869 90,232

営業外費用

支払利息 50,093 47,292

雑支出 17,520 10,599

営業外費用合計 67,614 57,891

経常利益 29,540 213,616
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

特別利益

固定資産売却益 1,805 57

ゴルフ会員権貸倒引当金戻入益 140 －

保険解約返戻金 29,233 －

資産除去債務履行差額 － 6,164

特別利益合計 31,179 6,221

特別損失

固定資産処分損 47 3,805

投資有価証券評価損 51,565 8,687

貸倒引当金繰入額 265,767 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 39,810 －

特別損失合計 357,190 12,492

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△296,469 207,345

法人税、住民税及び事業税 87,149 165,566

法人税等調整額 △25,048 △87,365

法人税等合計 62,100 78,200

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△358,570 129,144

四半期純利益又は四半期純損失（△） △358,570 129,144

EDINET提出書類

株式会社リンコーコーポレーション(E04326)

四半期報告書

11/18



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△358,570 129,144

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △169,293 △69,042

その他の包括利益合計 △169,293 △69,042

四半期包括利益 △527,863 60,102

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △527,863 60,102
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無

形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 161,530千円 161,281千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

 配当金支払額

 該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

 配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）　

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 53,958 2  平成23年３月31日 平成23年６月24日利益剰余金

　

EDINET提出書類

株式会社リンコーコーポレーション(E04326)

四半期報告書

13/18



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日 至　平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

　

報告セグメント　
その他

（注）　
合計

運輸部門 不動産部門
機械販売

部門

ホテル事業

部門

商品販売

部門
計

売上高                                  

外部顧客への売上高 2,596,15993,562308,634783,7291,417,3065,199,39157,4515,256,843

セグメント間の内部

売上高又は振替高
12,442112,689 8,780 6,259 23,348163,521 1,638 165,159

計 2,608,602206,252317,415789,9881,440,6545,362,91359,0895,422,002

セグメント利益又は損

失(△）
13,169 55,925△9,905 6,121△28,358 36,952△2,760 34,192

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業務、産業廃棄物の処理業務

等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 　　　　　　36,952

「その他」の区分の利益 △2,760

セグメント間取引消去 2,377

その他の調整額 11,716

四半期連結損益計算書の営業利益 48,285

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日 至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

　 （単位：千円）

　

報告セグメント　
その他

（注）　
合計

運輸部門 不動産部門
機械販売

部門

ホテル事業

部門

商品販売

部門
計

売上高                                  

外部顧客への売上高 3,135,956101,008186,825655,165867,6774,946,63262,9855,009,618

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,104 99,564 10,997 6,101 10,804129,571 8 129,579

計 3,138,060200,572197,822661,266878,4825,076,20462,9945,139,198

セグメント利益又は損

失(△）
164,11644,135△21,930△34,184 20,003172,140 2,543 174,683

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業務、産業廃棄物の処理業務

等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　 　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 　　　　　　172,140

「その他」の区分の利益　 2,543

セグメント間取引消去 2,374

その他の調整額 4,217

四半期連結損益計算書の営業利益 181,275

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
△13円29銭 4円79銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
△358,570 129,144

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
△358,570 129,144

普通株式の期中平均株式数（千株） 26,981 26,979

　（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

   平成２３年８月１０日
    

株式会社リンコーコーポレーション    

取締役会　御中    

   
    

 新日本有限責任監査法人
    

 
　指定有限責任社員

　業務執行社員
公認会計士 清水　栄一　　印

    

 
　指定有限責任社員

　業務執行社員
公認会計士 井口　誠　　　印

    

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リン
コーコーポレーションの平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３
年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括
利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務
諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分
析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる
監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リンコーコーポレーション及び連結子会社の平成２３年６月３
０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる
事項がすべての重要な点において認められなかった。 
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　　上
　

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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